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小野の魅力再発見！ ３年生職場体験学習発表会を実施しました。 １１月24日 （金） 

学校教育目標：志を立て、共に高め合う生徒の育成 

 １１月２４日（金）５、６校時、１学期に行っ
た３年生職場体験学習の発表会を実施しました。
体験させていただいた事業所関係者と保護者をお
招きするとともに、次年度、職場体験学習に参加
する予定の２年生に対して、体験した内容や感
想、小野地区の活性化等に対する提言などを発表
しました。 
 職場体験に参加した３年生がChromebookの 
スライドにまとめた体験の概要を示しながら、職
場で身に付けた技術や知識を実演して示したり、
寸劇で披露したり、動物パペットを用いて説明し
たりするなど、どのグループ、個人もユーモアを
交えながら工夫を凝らして、分かりやすく伝えま
した。 

生徒会役員選挙が行われ、新生徒会役員が決定しました。 １２月５日（火） 

 １１月２８日から１２月４日までの選挙活動期間、選挙管理委員の立ち合いの下で、立候補
者と応援者で熱心な選挙運動が繰り広げられました。毎朝、やる気に満ちた元気ではつらつと
した声が響き渡っていました。そして、１２月５日（火）５、６校時、新生徒会役員改選のた
めの立ち合い演説会と投票が行われ、次の５名の生徒が次期（R６年１月～１２月）の生徒会役
員、生徒会執行部に決定しました。 
  
  
  
  
 現生徒会役員のみなさんは、これまで生徒会活動はもちろんのこと、各種行事や学校生活の
中で、さまざまな活動をリードして全校生徒をよりよい方向へ導いてくれたことに感謝しま
す。新生徒会役員に決まった人たちは、先輩たちの伝統を引き継ぎながら、立ち合い演説会で
全校生徒に宣言したそれぞれの公約の実現を目指し、自分の考えや意見を分かりやすく丁寧に
伝えて共感を得られるよう頑張ってほしいと思います。また新たな小野中の歴史・伝統が新生
徒会のリードで築かれていくことを期待します。   
 
  
 

生徒会長：八戸 朱花莉(２年) 生徒会副会長：村中 桃香(２年)   麻生 陸斗(１年) 
執行委員：中村 大虎(２年)   宮副 芽生(１年)  

https://www.isahaya-snet.ed.jp/school/jh-ono/


   

  
 
 

令和５年度 諫早市中学校イングリッシュ・スピーチコンテスト １2月８日（金） 

 今年の人権集会は、雲仙市瑞穂町を拠点として県・国内外で活躍されてい

る「瑞宝太鼓」の方々をお招きして講話と演奏をしていただきました。障が

いがあり、小中学生の頃いじめを受け、普段の生活でも生きにくかった経験

やそれでも夢をあきらめず、目標を持って努力してきた結果、今があるこ

と、今がとても幸せであることなどについて、私たちに全力で伝えていただ

きました。また、太鼓の実演では、お二人の一糸乱れぬばちさば

きと体全体を使い表現する姿に全員が引き込まれてしまいまし

た。後半は生活委員会が全校生徒にとったアンケート結果をもと

に、今後の小野中生徒の人権意識の向上ために必要なことを確認

し、人権標語の発表や小野中人権宣言の斉唱を行いました。 

 今回の人権集会で一人一人がさらに人権感覚を磨き心を耕す

ことができたのではないかと思います。みんなが安心安全に学

校生活を送り、よい学び・生活ができることを期待します。 

 諫早市中央公民館講堂で開催されたコンテストに３年の石田大翔くん

が出場しました。今年のテーマは「ふるさと」で、  くんはタイトル

を「Onokko-Gurashi（小野っ子ぐらし）」とし、小野の魅力と今後の生き

方についてスピーチしました。「『小野っ子』と呼ばれていることに誇
りを持っています。」「小野の過去、現在そして将来へ連綿と続く懸け
橋になりたいと願っています。」堂々とスピーチする姿が素敵でした。 

人権集会 「瑞宝太鼓」さんに講話と演奏を行っていただきました。 １２月１１日（月）  

小野公民館文化祭「絵本の読み語り」「作品展示」 

１月の予定 
 ９日（火）始業式、大掃除、 
      任命式、身体測定 
      １・２年実力テスト 
１０日（水）生徒会引継ぎ式、表彰伝達  
      １・２年実力テスト  
１６日（火）生徒会集会 
２１日（日）家庭の日（部活動休み） 
２４日（水）第３回連合生徒会 
２５日（木）専門委員会 
２９日（月）～教育相談（２／６まで） 
３０日（火）生徒会集会・表彰伝達 
３１日（水）２年総合地域学習発表会 

来校予定日 

〇スクールカウンセラー 

 １７日（水） 

〇心の相談員 

 １１日（木）、１８日（木）、２２日（月）、 

 ２５日（木） 

〇ALT 

 １９日（金） 

Title : Onokko-Gurashi 

   Our hometown is Ono. We can live here surrounded by rich nature. Air is fresh, 
rice is good and people are kind. My hometown makes us to be relaxed and culti-
vate rich emotions. We can enjoy “Ono-Life.” You could say, “You are genuine 
Onokko.” I have lived here when I was born, I’m proud of calling me Onokko. 

   Let me introduce Ono more. It is located in the southeastern part of Isahaya City. 
In the north there is reclaimed land that had been made from Edo era to Meiji and 
Taisho eras, it has used as a rice paddies but now the reclaimed land more than 
300 years has been changed residential areas or commercial areas. 

   For three years I had learned more about Ono. That is “Integrated Studies.” 

   The first grade, learn about Ono’s history and culture. 

   The second grade, think about Ono’s present. 

   The third grade, think about Ono’s future. 

In particular, through the work experience, which was carried out in the third grade, 
I learned how my job contribute to Ono. The more I knew, the more I wanted to 
know. Ono is a wonderful place. 

   Ono will develop from now on, will attract various kinds of people, will have a 
bright future, I think. 

We must protect this rich land that our ancestors had made and relay the 
baton to the next generations. 

   I want to be the bridge that connects Ono’s past, present and future.     

演題 「小野っ子ぐらし」 

 私たちのふるさとは小野です。豊かな自然に囲まれて暮らしています。空気
は新鮮、お米はおいしく、人々は優しいです。私たちに安らぎを与え、心豊か
にもしてくれます。私たちは「小野での生活」をとても満喫しています。ぜひ
私たちを「生粋の小野っ子」と呼んでください。私は生まれてからずっとここ
に住んでいて、「小野っ子」と呼ばれていることに誇りを持っています。 

 小野のことをもっと紹介させてください。諫早市の南東部に位置し、北部に
は江戸時代から昭和・大正時代にかけて作られた干拓地があります。水田とし
て利用されていますが、今では300年以上前の干拓地が住宅や商業地へ変貌
を遂げています。 

 私は3年間小野についてたくさん学びました。それは「総合的な学習の時
間」です。1年生では、小野の歴史や文化について学び、2年生では小野の今
について学び、３年生では小野の将来について学びました。特に、３年生での
職場体験では、自分が関わっている仕事がどれだけ小野に貢献できるかを学び
ました。学べば学ぶほど、より知りたくなるところ、小野はそんな魅力にあふ
れています。 

 小野はこれからも発展し、様々な人々を魅了し、明るい未来が待っている
と、私は確信します。 

 私たちは先人が作り上げたこの豊かな土地を守りながらも、私たちの次の世
代へと受け継いでいかなければなりません。 

 私は小野の過去、現在そして将来へ連綿と続く懸け橋になりたいと願ってい
ます。 

 昨年度に引き続き、１２月１２日（火）、自主学習グループ発表会
に「絵本の読み語り」で参加しました。 
 １年生：本田優莉さん、宮副芽生さんが『もったいないばあさん』
（真珠まりこ 作）、２年生：田崎心優さん・中道海羽さんが『ふくび
き』（くすのきしげのり 作）の読み語りを行いました。 
 中にはうなずいたり涙を潤ませたりしながら聴いてくださる方もお
られて、とてもやりがいを感じさせていただけた貴重な時間となりま
した。 
 また、１２月８
日～１４日までの
期 間、公 民 館 の 
ロビーに国語科、
美術科、家庭科の
作品を展示させて
いただきました。 


